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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本プラスチ

ック工業連盟（JPIF）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格

を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格

である。これによって，JIS K 7193:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 
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プラスチック－ 

高温空気炉を用いる着火温度の求め方 

Plastics-Determination of ignition temperature using a hot-air furnace 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 4 版として発行された ISO 871 を基に，技術的内容及び構成を変更することな

く作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

1.1 この規格は，高温空気炉を用いるプラスチックの着火温度及び自然発火温度の求め方について規定

する。この試験方法は，着火源の効果に対するプラスチックの反応を評価する多くの試験方法の一つであ

る。 

注記 他の着火方法は，JIS K 7342 に示されている。 

1.2 この試験方法は，材料の燃焼性又は燃焼速度を直接測定するものではなく，プラスチックの安全使

用温度の上限値を決めるものでもない。この試験の結果だけで，実際の火災状況における材料，製品又は

組立品の火災危険度，及び火災リスクの指標とする場合又は評価することは，不適切である。ただし，こ

の試験の結果は，特定の最終用途の火災危険性の評価に関連する全ての要素を考慮した火災危険性又は火

災リスク評価の要素としての使用に適している。 

1.3 この規格の試験条件の下で行う試験は，異なる材料の着火特性を比較する上で有用である。得られ

る試験結果の値は，材料がこの試験の条件の下で着火する周囲空気の最低温度を代表する。試験結果の値

は，実際に使用する条件における着火の可能性に基づく材料の順位付けに利用されることが期待される。 

1.4 この試験の結果は，火災安全技術（Fire Safety Engineering）に利用することは目指していない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 871:2022，Plastics－Determination of ignition temperature using a hot-air furnace（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 


